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このメールジャーナルは今までは SABSNPO 内部向けのものでしたが、今回も、ひょっと

して。 少しでも興味を持っていただけるかも知れない方々にも配信を始めることにしま

した。 受信をしたくないと思われる方々は恐れ入りますが、その旨、下記 メールあて

先にお知らせください。 
このジャーナルのバックナンバーはホームページ（上記 URL）にあります。 
 
 

1）明けましておめでとうございます。 

本年もよろしくお願い申し上げます。 

この協会を設立してから 4 年目にはいります。 少しずつ基盤の整備と活動の具体的な

目途が定まりつつあります。今年は、各方面からのご教示をえながら、そのアクティビ

ティが更に具体的になり、実質的な成果が挙げられることを期待しております。 
 

2）第６回定例会の報告 

① 出席者７名（会員 6 名 非会員 1 名） メール送付先（104 名） 
② ASTM のなりたち、特に E48 バイオテクノロジーの内容と規格が作り上げられてい

くプロセスを説明しました。この団体の規格設定のスケールは現在の私達のスケールと似

たようなものですが、その企画の配布範囲と影響力とは膨大です。 
③ このときに用いた資料類はまた CD にして e-ライブラリーに入れたいと思

います。 
 

3）第 7 回定例会のお知らせ 
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日時 2009 年１月 23 日（金）午後２時―４時 
   （会場には世話人は 1 時から 5 時まで居りますので この時間帯にきてくださって

も結構です。） 
場所 八雲クラブ（ニュー渋谷コーポラス 10 階-1001 号）(首都大学東京同窓会）  
 （前回の出席者の方から会場の場所が分かり難いというコメントがありました。 
   簡単な見つけ方は、まず、“東急ハンズ”を見つけてください。 正面から見て左の

辻を入るとハンズの商品の搬入口があります。 その入り口の左側がニュー渋谷コ

ーポラスの入り口です。）地図はホームページ ジャーナルの 10号に載っています。 
   住所： 渋谷区宇田川町 12-3 
   電話番号： 03-3770-2214 
 

話題  

１） 環境科学とバイオテクノロジー 

環境に対する関心が近年非常に高まってきているため、いろいろの背景を持った人々が

この領域に参加しつつあります。特に日本においては、分析学の伝統が無機化学系の

人々で占められていたために、考え方が機器分析をはじめとして、そちらの方に傾きが

ちです。例えば一時期、"地球にやさしい環境"という言葉がはやりましたが、地球にと

っては人間なんかいないほうがずっと望ましいのです。要するに、"人間に優しい環境"
を私達の求めているものですから ここでは、生物よりの知識を必要とする分野を 2 つ

取り上げて見ました。 
１－１ 残存農薬などの免疫化学測定法  
United States environmental Protection Agency では既に 1997 年現在で 2 に

及ぶ規格が制定されています。（これらの本文はすでに home page の e-Library に収

蔵されています。 
 



  
免疫化学分析方の一例 
  

 

 
１－２ 環境修復（Ｂｉｏｒｅｍｅｄｉａｔｉｏｎ） 

日本ではかなり遅れていましたが、近年企業化する人々が現れてきました。 
（昨年、バイオ化研の有留隆幸さんからメールを頂きました。） 
次に初期のアメリカでの企業化のカタログの 1 部を示して起きます。 



 

２）ホームページに昨年末の e-library のリストがあります。 会員の方

はその中から希望のものをご指摘ください。 



 
 


